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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成27年３月１日～平成27年11月30日）における我が国経済は、企業収益が好調に

推移していること等から雇用環境の改善や所得の増加がみられる等、緩やかな景気の回復が続いております。しか

しながら、円安に伴う輸入コストや原材料の高騰等による仕入価格の上昇、中国経済の減速や新興国の経済回復の

遅れ等による影響から、景気の先行きは依然不透明な状況が続いております。

 当小売業界におきましては、プレミアム商品券の消費振興策等も寄与し、一時的な消費者マインドの改善がみら

れる一方で、業種を超えた企業間競争、労働人口の減少に伴う労働者確保のための賃上げによる人件費の増加等、

小売業を取り巻く経営環境は引き続き厳しい状態が続いております。

 このような状況の下、当社グループでは、地域のお客様に満足いただける商品の提案や感動を与えるサービスの

提供ができる店舗の構築を目指しており、従業員自らがやる気を持って楽しく働き、また自ら進んで専門知識を高

めることのできる職場環境を創り上げることが、最終的にはお客様の支持を得ることにつながると考えておりま

す。当連結会計年度の経営方針を「今すぐにできることは何でもやろう」と定め、お客様の更なるニーズの多様化

に迅速に対応できる体制を構築するため、これまで以上に柔軟でユニークな発想をもって、お客様が望まれる商品

や豊かなライフスタイルの提案ができる売場づくりを進めて参りました。

 新規事業所の開設と致しましては、ペット事業において平成27年４月に下関事業所（山口県下関市）の開設を行

い、中国地方におけるドミナント強化を進めております。また、ホームセンター事業において平成27年11月に西市

事業所（岡山市南区）の大規模な改装を行い、これまでのホームセンターとは異なった品揃えと新たなサービスを

付加した売場の構築に取り組んでおります。その他、既存店舗の収益力の維持・強化を図るために、定期的に店舗

設備や売場の改修を実施しております。なお、将来的な収益が見込めないことから、平成27年６月に松山中央事業

所、平成27年10月にアリオ倉敷事業所を閉鎖しております。

 また、平成27年６月30日付（みなし取得日平成27年８月31日）で当社連結子会社である有限会社アグリ元気岡山

による間接取得により、有限会社吉備路オーガニックワーク※1を第２四半期連結会計期間より連結子会社とし、

平成27年９月25日付（みなし取得日平成27年11月30日）で株式会社ジョーカー※2の全株式を取得し連結子会社化

しております。なお、これらの損益に与える影響は軽微であります。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は21,903百万円（前年同期比3.7%増）、営業利益は

476百万円（同19.4%増）、経常利益は422百万円（同30.4%増）となり、法定実効税率の変更に伴う法人税等の増加

があったことから四半期純利益は182百万円（同7.4%増）となりました。

 ※1 有限会社吉備路オーガニックワーク……農業生産法人として、有機ＪＡＳ規格認定の有機ニンジンの生産を

中心とした大規模経営を行っており、岡山県下最大級の有機ニンジ

ン栽培面積を有している 

 ※2 株式会社ジョーカー………………………関東地区におけるペットの専門店として、DOG&CAT JOKER、DOG’S 

CARE JOKER等の計16店舗（平成27年11月現在）を経営しており、首

都圏を中心に高いブランド力を有する店舗を展開している 

 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

① ホームセンター事業

 ホームセンター事業におきましては、同事業の基幹店である西市事業所の大規模な改装を行い、今までのホ

ームセンターにはなかった「新たな発見が出来る体験型の商品とサービス」を提供できる売場を構築し、お客

様が店舗に来ていただける理由・きっかけを積極的に提案することで、これまで来店頻度が比較的低かったニ

ューファミリー層の顧客化を進めております。また、商品陳列量を増加させることで品切れを削減する等、ご

来店いただいたお客様の満足度向上についての施策も進めております。販売促進活動としましては、テレビＣ

Ｍの投入やテーマソングの導入による自社ブランドの認知度向上やモバイルアプリ等の販売促進ツールの活用

による顧客の囲い込みにより、店舗への来店動機を高める施策を実施しております。また、その他の店舗にお

いても、商品の機能や特性をわかりやすく比較表示したり、商品のサンプルやプロモーション動画等の販促物

を活用し、お客様の五感に訴求する商品提案を行う等、売上高の改善に努めて参りました。

 販売費及び一般管理費につきましては、商品の自動発注システムの稼働率向上や作業量に応じた適正な人員

配置、残業時間の削減による人件費の適正化を実施することで経費の削減を継続しております。

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間のセグメント売上高は12,979百万円（前年同期比1.2%増）とな

り、セグメント利益は474百万円（同10.1%増）となりました。

 

② ペット事業 

 ペット事業におきましては、量販店では取り扱っていない専門店商品のシェア率を高めることで店舗のブラ

ンド力の向上を図るとともに、専門店に相応しい商品知識を有し、お客様に適確なアドバイスのできる従業員

の育成に取り組んでおります。サービス部門の取組みとしましては、しつけ教室やお誕生日会等の店舗イベン
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トを継続して開催していることに加え、社外のイベントにも積極的に参加することで、当社の認知度及びイメ

ージの向上を図っております。トリミング部門におきましては、ペット用スパ・炭酸泉等のオプションメニュ

ーによる付加価値提案を行う一方で、簡易トリミング等の新規サービスをスタートしております。その他、Ｓ

ＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を利用した情報提供サービスの開始等、新しい販売促進方

法の構築を進めております。

 販売費及び一般管理費につきましては、商品の自動発注システムの稼働率向上や作業量に応じた適正な人員

配置を実施することで、サービスレベルを低下させることなく経費削減を進めております。

 当第３四半期連結会計期間において取得した株式会社ジョーカーを当セグメントに含めておりますが、みな

し取得日を当第３四半期連結会計期間末としているため、同期間における損益に与える影響はありません。な

お、同社のペットショップはトリミング部門（ペットの美容室）の専門性と収益力が高く、その技術やノウハ

ウを当社のペット事業において活用することにより、技術力やサービスレベルの向上による集客力アップが期

待でき、当社の更なる成長につながるものと確信しております。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間のセグメント売上高は8,145百万円（前年同期比7.3%増）となり、

新規出店や改装による一時的経費の発生等によりセグメント利益は449百万円（同4.3%減）となりました。

 

③ その他事業（農産物の生産・直売、観光農園事業等） 

 有限会社アグリ元気岡山の農産物の生産・直売事業におきましては、商品の品質を最優先した販売を行って

おり、生産者が手塩にかけて育てた新鮮な野菜や糖度の高い果物の販売を継続的に行っていることから、着実

に販売高を増加させております。また、野菜や果物の端境期における販売力の強化を図るため、岡山県内産の

高品質商品の新規開拓を進めております。観光農園事業（イチゴ狩り）においては、生産施設の拡大を進めて

おり、今冬より稼働予定となっております。 

 有限会社吉備路オーガニックワークの農産物の生産事業におきましては、農林水産省による「有機ＪＡＳ規

格認定」を受けていることはもとより、「おかやま有機無農薬農産物」にも認定されている有機栽培人参のブ

ランド力を有効活用することで、販売力の向上を進めていきたいと考えております。 

 また、ホームセンター事業の店舗とコラボレーションしたイベントの開催や独自に生産した花苗をホームセ

ンター店舗に出荷する等、他の事業との連携を図りシナジー効果を高めております。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間のセグメント売上高は784百万円（前年同期比10.5%増）となり、

セグメント損失は14百万円（前年同四半期は４百万円のセグメント利益）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産・負債及び純資産の状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における資産につきましては、前連結会計年度末に比べ2,748百万円増加し

17,244百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金の増加643百万円、新規事業所開設等に伴う商品の

増加692百万円、株式会社ジョーカーの連結子会社化によるのれんの増加793百万円等によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末における負債につきましては、前連結会計年度末に比べ2,601百万円増加し

15,123百万円となりました。この主な要因は、買掛金の増加424百万円、長期借入金（1年内返済予定の長期借

入金を含む）の増加1,884百万円等によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ147百万円増加し

2,121百万円となりました。この主な要因は、四半期純利益182百万円の計上及び剰余金の配当34百万円を行っ

たことにより、利益剰余金が148百万円増加したこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年２月期の業績予想につきましては、平成27年４月８日に発表致しました「平成27年２月期 決算短信

〔日本基準〕（連結）」で公表致しました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 677,954 1,321,349 

売掛金 165,471 277,185 

商品 3,423,623 4,116,609 

仕掛品 － 372 

原材料及び貯蔵品 21,281 37,459 

その他 846,424 990,025 

貸倒引当金 △768 △768 

流動資産合計 5,133,987 6,742,233 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,379,658 2,601,139 

機械装置及び運搬具（純額） 385,623 372,141 

工具、器具及び備品（純額） 214,111 218,290 

土地 2,462,010 2,572,445 

リース資産（純額） 360,811 345,153 

有形固定資産合計 5,802,216 6,109,170 

無形固定資産   

のれん 93,266 874,991 

その他 55,258 71,402 

無形固定資産合計 148,524 946,393 

投資その他の資産   

投資有価証券 265,367 311,844 

長期貸付金 803,088 744,351 

敷金及び保証金 1,679,989 1,787,647 

その他 727,407 667,550 

貸倒引当金 △64,616 △64,599 

投資その他の資産合計 3,411,236 3,446,793 

固定資産合計 9,361,977 10,502,358 

資産合計 14,495,965 17,244,592 
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  （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,388,208 1,812,806 

1年内償還予定の社債 71,600 91,600 

短期借入金 950,000 504,000 

1年内返済予定の長期借入金 2,698,222 3,014,995 

未払法人税等 65,932 119,074 

ポイント引当金 251,954 276,772 

店舗閉鎖損失引当金 9,250 － 

転貸損失引当金 － 7,200 

その他 955,958 1,332,462 

流動負債合計 6,391,126 7,158,911 

固定負債   

社債 285,200 233,600 

長期借入金 4,794,202 6,361,572 

株式給付引当金 9,879 17,982 

転貸損失引当金 － 23,400 

退職給付に係る負債 － 49,853 

資産除去債務 461,323 679,417 

その他 580,148 598,718 

固定負債合計 6,130,753 7,964,543 

負債合計 12,521,880 15,123,454 

純資産の部   

株主資本   

資本金 326,900 326,900 

資本剰余金 443,006 436,816 

利益剰余金 1,295,455 1,443,751 

自己株式 △135,281 △152,506 

株主資本合計 1,930,081 2,054,961 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 44,003 66,176 

その他の包括利益累計額合計 44,003 66,176 

純資産合計 1,974,085 2,121,137 

負債純資産合計 14,495,965 17,244,592 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年11月30日) 

売上高 21,117,207 21,903,464 

売上原価 14,200,474 14,583,014 

売上総利益 6,916,733 7,320,449 

その他営業収入   

賃貸収入 289,272 287,845 

その他 376,173 424,790 

その他営業収入合計 665,446 712,635 

営業総利益 7,582,179 8,033,085 

販売費及び一般管理費 7,183,551 7,557,005 

営業利益 398,627 476,079 

営業外収益   

受取利息 11,517 10,864 

受取配当金 4,037 5,618 

持分法による投資利益 3,923 6,395 

受取手数料 7,481 7,641 

その他 5,315 23,682 

営業外収益合計 32,276 54,203 

営業外費用   

支払利息 86,206 81,197 

支払手数料 16,436 23,588 

その他 4,378 3,177 

営業外費用合計 107,021 107,963 

経常利益 323,882 422,319 

特別損失   

転貸損失引当金繰入額 － 30,600 

店舗閉鎖損失 － 1,283 

特別損失合計 － 31,883 

税金等調整前四半期純利益 323,882 390,436 

法人税等 153,730 207,643 

少数株主損益調整前四半期純利益 170,152 182,792 

四半期純利益 170,152 182,792 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年３月１日 

 至 平成26年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月１日 
 至 平成27年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 170,152 182,792 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 24,120 22,172 

その他の包括利益合計 24,120 22,172 

四半期包括利益 194,272 204,964 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 194,272 204,964 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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